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5月 7日木曜日に開催した学校運営協議会において、新しい学校教育目標が決定しました。 

 

逗子市立小坪小学校 学校教育目標 

「心ひろく たくましく ともにかがやく 小坪っ子」 

昨年度から、久木小学校・久木中学校・小坪小学校の３校は、「逗子市西部」としてコミュニティ

スクールの取り組みを進めています。今年も 5月 7日（木）、久木小学校において学校運営協議会

が開催され、学校教育目標と学校経営方針について協議が行われました。 
 

逗子市西部コミュニティスクールのスローガンは、『ともに学び ともに輝く』です。それをもと

に協議した結果、学校教育目標を新しくすることが決

定しました。 

学校経営方針には、子どもたち同士のつながりをは

じめ、教職員同士、保護者や地域とのつながりを大切

にしていくことが盛り込まれています。つながりの中

で「かがやく」ということは、逗子市西部３校の共通

の目標でもあります。その思いをよりはっきりと表す

とともに、輝き方は人それぞれであるから、どのよう

な輝き方でも皆で『ともに』輝いていこうという強い

思いを込めました。 

新しい学校教育目標を掲げ、これまでの取り組みを大切にしながら、よりよい学校づくりをめざ

し、進めてまいります。 
 

～～２年生・３年生「まちたんけん」に出発！～～ 
２年生と３年生が「まちたんけん」に出かけました。同じ「まちたんけん」という活動でも、教科

と学習のめあてが異なります。２年生は生活科の授業で、３年生は社会科の授業です。 

2年生は、小坪の地域の公園やお店、施設を見に行ったり、通学路にあ

る不思議や、まちの様子を見つけたりすることをねらいにしています。５

月 12日は亀ヶ岡方面の亀ヶ岡公園とハゲ山に行きました。亀ヶ岡に住ん

でいる子にとっては、慣れ親しんだ場所ですが、亀ヶ

岡に住んでいない子たちは、急な坂道があること、住

宅が密集していること、高台で海が見える野原（ハゲ

山）があることを初めて知ることができてよかったと

言っていました。 
 

3年生は、「地域に対する興味を深める」ことが目的

です。学校を中心にして、東：亀ヶ岡団地方面、北：南

ヶ丘方面、西：飯島・浜方面と、方角も意識して探検に

行きました。自分たちにとって日常の風景で

ある「小坪」のまちも、あらためて見て歩い

てみると、新しい発見や気づきがたくさんあったようです。普段見慣れ

ている道や景色も、友だちと一緒に探検することでまた違って見え、子

どもたちは新鮮な気持ちでまちたんけんに取り組んでいました。地域の

よさや人々のくらしにも目を向ける学びの時間となりました。 

しらさぎ 



～～５年生・６年生 非行防止教室～～ 

５月１５日（金）、逗子警察署生活安全課より講師をお

招きし、５校時に５年生、６校時に６年生を対象として、

「犯罪に巻き込まれないための授業」を行いました。 

授業では、インターネットやスマートフォンの利用に関

わる危険性について、具体的な事例を交えながらお話しい

ただきました。特に、SNSや LINE などでのやり取りが

きっかけとなるトラブルや犯罪被害について、子どもたち

にも分かりやすく説明していただきました。 

警察の方は「便利で身近なインターネットですが、使い

方を誤ると、大きなトラブルにつながることがある」とい

うことを、「包丁の使い方」に例えて、印象的に話されて

いました。 

５年生は、今回が初めての授業内容ということで、インターネットや SNS、LINEでのやり取り、

なりすましなどの危険性について学びました。 

子どもたちは、真剣な表情で話を聞きながら、 

「インターネットのちょっとしたことで、友達との仲

が悪くなってしまったり、犯罪に巻き込まれてしまった

りすることを知って、怖いと思った」 

「ふだんの会話だと伝わることが、SNSで文字で伝え

ると、思っていることが伝わりにくいことがあるので、

考えて使っていこうと思いました。」 

などの感想が出ていました。 

 

６年生は、昨年度に引き続き２回目の授業となりまし

た。今年度は、昨年度の内容を振り返るとともに、事前

に行ったアンケートへの回答を交えながら授業が進められました。 

子どもたちからは、 

「いつも使っている身の回りの便利なものに危険が潜んでいることを知り、気をつけなければなら

ないと思った」 

「自分たちが SNSとかのトラブルに巻き込まれないように具体的な例を話してくれて、ありがた

かった」 といった感想が聞かれました。 

 

 

授業の合間に、警察の方から、インターネットなどのトラブルの現状についての 

お話を少し伺いました。 

スマートフォンやタブレットなどの機器は、保護者が子どもに持たせているものであり、 

インターネット上でのトラブルの背景には、家庭での管理や見守りの不足が原因となっている 

ケースも少なくない、ということで、保護者の皆様にそのことを伝えたいともおっしゃってい 

ました。 

便利さだけでなく危険性についても家庭で十分に理解し、使用時間や利用方法、困ったとき 

にはすぐ相談できる関係づくりなど、保護者が責任をもって関わっていくことの大切さを伝え 

られていました。 
 

 

 

 

 



～～いろいろな避難訓練を行っています～～ 

4 月 27 日（月）は進級してから初めての「火災避難訓練」を行いまし

た。これには新しい教室からの避難経路を確認する目的もあります。 

5月 13日（水）には、「地区別確認・進学路安全点検」という、地区別

にまとまり、教員が付き添って下校する訓練を行いました。付き添った教

員たちが戻るときに、地区の通学路を点検確認しながら戻ります。 

5月 1９日火曜日、「震度５弱の地震発生、および津波警報発令」を想定

しての避難訓練を実施いたしました。子どもたちは、地震発生の放送を聞

いた後、一旦校庭へ避難し、人数確認後、津波からの避難のため、全校で「披露山児童公園」へ避難し

ました。 

プール裏から崖の階段を上っていくルートの方が早いのです

が、専門家の実地調査から崖崩れの恐れが高いということで、今の

ところ使用禁止になっています。 

なお、実際に津波警報発令された場合や、津波のおそれがある場

合は、児童が避難している披露山児童公園が、引き渡し場所にな

る可能性があります。保護者の皆様もぜひ一度ご確認ください。

（本校では「引き取り訓練」は実施しておりません） 

 

～～6年生のパソコン教室～～ 
6年生が１年生に Chromebookの使い方を教えてくれています。 

第一回目は１８日（月）、１年生にとっては初めての Chromebookでした

ので、ログインの仕方やパスワードの設定など、これからの学習に必要なこ

とを、６年 1組の子どもたちが隣で一緒に画面を見ながら、やさしく丁寧に

教えてくれました。 

第二回目、21日（木）は、6年 2組の子どもたちが、ロイロノートの使

い方を教えてくれました。 

困っている１年生に声をかけたり、操作をゆっくり確認したりする６年生の 

姿は、とても頼もしく感じられました。６年生のおかげで、１年生も安心して 

パソコンの設定を進めることができ、「できた！」とうれしそうな表情を見せ 

ていました。6年生、ありがとう。 

 

～～２年生 お囃子体験～～ 
 20 日（水）に体育館で、2 年生が「お囃子体験」を行いました。

昨年度に引き続き、浜の旧四町（南町・伊勢町・中里町・西町）と、

西谷戸町、東谷戸町の皆さんにご来校いただ

きました。 

体験の前日には、日頃お囃子の太鼓練習を

している高学年の子どもたちが、太鼓の演奏

を披露してくれました。2年生は興味津々で、 

   その音色やリズムに聴き入っていました。 

当日は、大人の迫力ある演奏に合わせて体でリズム

をとったり、「ドン、ツク、カッ」などの唱え事を口にしたりしながら、夢中

になって聴いていました。太鼓を叩く体験では、覚えた唱え事を口ずさみな

がら、楽しそうに、そして上手に演奏する姿

が見られました。 

小坪には、地域に受け継がれてきた歴史あ

る行事や文化が多くあります。「小坪っ子」たちにも、ぜひそのよさを

感じながら、引き継いでいってほしいと思います。 



～水泳学習に備えて 救急救命訓練～～ 
 

５月２０日（水）から、逗子市内の小学校で一番早く、水泳学習が始ま

りました。 

年に数回しかない貴重な体育の学習ですが、安全のた

めに、事前の準備や備えをしっかり行うことが大切な学

習でもあります。 

水泳学習が始まる前には、万が一に備えて、教職員に

よる救急救命訓練を毎年行っています。今年

度も、胸骨圧迫や人工呼吸、AED の使い方について訓練を行い、緊急 

時の対応を確認しました。 

子どもたちが安心して水泳学習に取り組めるよう、安全を第一に進 

めてまいります。 

 

～～読み聞かせボランティア～～ 
 モジュールの時間に、保護者の方などがボランティアで子どもたちに読み 

聞かせをしてくださっています。会の運営から本選びま

で、すべてボランティアで進めています。 

低学年の子どもたちは読み聞かせは大好き。真剣な表

情で読み聞かせを聞き、お話の世界に引き込まれていき

ます。読み聞かせは、お話の内容を吟味して高学年の子どもたちにも行っていま

す。        ※画像は 6 年生への読み聞かせ場面のものです。この回は命を考えさせるお話と俳句でした 

皆様は、「住民自治協議会」や「青少年育成推進委員会」といった地域の組織をご存じのことと思

います。 

住民自治協議会は、地域住民が主体となり、相互の連携と協力の

もと、地域の課題解決や特色を活かした「まちづくり」を推進するこ

とが目的です。多様な住民の意見を反映し、住みよい地域社会（共

助）を実現するために、自治体と協働して活動します。具体的には、

地域の環境整備や行事の運営、防災に関する取組など、暮らしに関わ

る幅広い活動を行っています。また、地域の皆様が安心して生活でき

るよう、さまざまな企画や運営にも取り組んでいます。 

青少年育成推進委員会は、次代を担

う青少年が健やかで豊かな人間性を育めるよう、地域・学校・家庭・行

政が連携し、非行防止、環境美化、安全な環境づくりを通じて、地域ぐ

るみで育成・見守り活動を行うことを目的としています。具体的には、

きよちゃん食堂の運営や中学生の勉強会など、地域で暮らす子どもたち

が安心安全して成長することができるよう考えて活動しています。 

学校としても、こうした会に参加させていただいています。地域でご

尽力されている皆様の活動について知っていただきたく、今回ご紹介さ  

せていただきました。 

子どもたちは、学校だけでなく地域の中でも育っています。地域の行事などにも関わりながら、み

んなで小坪の地域を盛り上げていくことができたらよいなと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちの登下校時には、「見守り隊」の皆様が、毎日ボランティア

で安全を見守ってくださっています。 

ご家庭でも、見守り隊の皆様へ元気にあいさつをすることについて、お

話しいただければと思います。地域の方とのあたたかな関わりが、子ども

たちの安心感や地域への親しみにつながっていきます。 

地て、ご家庭でも、見守り隊の皆様へ元気にあいさつをすることの大切さについ

て、お話しいただければと思います。地域の方とのあたたかな関わりが、子ども



 

 

                               
 

  

６月の行事予定 

６月は、子どもたちにとって少しずつ疲れが出てくる時期です。じめじめした天気も続
き、心や体が重たく感じることもあります。 

しかし、この雨があるからこそ草木は育ちます。子どもたちも、毎日の学校生活の中

で、悩んだり考えたりしながら少しずつ成長しています。 

 ご家庭でも、子どもたちのがんばりを見守っていただければと思います。 

 


